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（平成１９年法律第６３号）

平成１９年５月３０日公布、平成１９年８月２９日施行

平成２０年４月１５日 閣議決定

「本計画を推進するため、政府は、各施策のより具体的な目標やそ
の達成期間等について検討を行い、毎年度、その進捗状況のフォロ
ーアップを行う。」

地理空間情報活用推進基本法地理空間情報活用推進基本法

地理空間情報活用推進基本計画地理空間情報活用推進基本計画
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基本計画に示された衛星測位関係の主要課題

• 「地理空間情報の効果的・効率的な整備・更新・提供・流通及び準天頂衛星による
衛星測位システムの実現について、戦略的に進める体制とその運営の在り方及び
地理空間情報を活用したビジネスモデルの検討を行う。」

• 「地理空間情報活用施策の推進体制に関し、衛星測位に係る施策の推進体制につ
いては必要に応じて宇宙開発利用政策の動向等も踏まえつつ、地理空間情報活用
推進基本法の基本理念に沿って見直し等を検討する。」

• 「我が国の衛星測位に係る技術を用いた国際協力の在り方について検討を行う。」

• 「信頼性の高い衛星測位によるサービスが安定的に享受できる環境を効果的に確
保するため、国内の利用者のニーズを踏まえて、米国ＧＰＳ等の運用等に関する情
報を、必要な利用者に的確に伝わるようなシステムの在り方について検討し、その
結論に基づき必要な措置を講ずる。」

• 「国は、衛星測位を利用した行政サービスの高度化などに資する先導的な取組につ
いて、積極的に公開するものとする。」

3



地理空間情報活用推進に関する関係省庁の連携・調整体制

測位・地理情報システム等推進会議

議長 内閣官房副長官補
副議長 内閣官房、内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省の各担当局長等
構成員 その他の関係省庁の局長

測位・地理情報システム等推進会議幹事会

地理情報システムワーキンググループ 衛星測位ワーキンググループ

個人情報保護・知的財産に
関する検討チーム

国の安全に関する検討
チーム
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衛星測位ワーキンググループの活動衛星測位ワーキンググループの活動

第１回

平成１９年６月１５日(金)

議題

(１) 地理空間情報活用推
進基本法について

(２) 測位・地理情報システ
ム等に関する関係省庁
の連携・調整の体制に
ついて

(３) 今後のワーキンググル
ープの検討の進め方に
ついて

第２回

平成１９年９月３日(月)

議題

(１) 地理空間情報活用推
進基本計画に盛り込む
事項について

(２) 平成２０年度衛星測位
関係予算概算要求につ
いて

(３) 準天頂衛星初号機によ
る技術実証・利用実証
について

(４) 第２回衛星航法システ
ムに関する国際委員会
(ＩＣＧ）について

第３回
平成２０年２月２２日(金)

議題
(１)地理空間情報活用推

進基本計画案につい
て

(２)準天頂衛星初号機に
よる技術実証・利用実
証について

(３)衛星航法システムに
関する国際委員会（ＩＣ
Ｇ）について

(４)米国宇宙ＰＮＴ諮問会
議等について

(５)欧州ガリレオ計画の
動向等について
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衛星測位ワーキンググループの
当面の課題

• 準天頂衛星初号機による技術実証・利用実証
実施機関間の連絡調整のフォロー（全体とりまとめは文部科学省）

府省庁等の利用実証の促進

技術実証・利用実証結果の評価の進め方等の検討

• 衛星測位利用全体

• 日米ＧＰＳ全体会合

• 国連衛星航法システムに関する国際委員会（ＩＣＧ）、
ＧＮＳＳプロバイダーフォーラム

• 米国宇宙ＰＮＴ諮問会議、各国動向
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準天頂衛星初号機による技術実証・利用実証準天頂衛星初号機による技術実証・利用実証
１．技術実証について
(1) 実施機関 ： 総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省

(2) 役割分担と実施内容

① 文部科学省

＜宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）＞：準天頂衛星初号機バス・システム開発とりまとめ／準天頂衛星初号
機追跡管制システム開発とりまとめ／準天頂衛星初号機打上げ及び軌道上運用／高精度測位実験システム開
発とりまとめ／ＧＰＳ補完技術の開発・実証

② 総務省

＜情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）＞：時刻管理系の開発及び軌道上実験

③ 経済産業省

＜産業技術総合研究所（ＡＩＳＴ）＞：測位用擬似時計技術の開発・実証

④ 国土交通省

＜電子航法研究所（ＥＮＲＩ）＞：高精度測位補正等技術（高速移動体向け）の開発

＜国土技術政策総合研究所（ＮＩＬＩＭ）＞：高精度測位補正等技術（中低速移動体向け）の開発

＜国土地理院（ＧＳＩ）＞：高精度測位補正等技術（測量向け）の開発

２．利用実証について
(1) 実施機関：(財)衛星測位利用推進センター（ＳＰＡＣ）、民間、府省庁 等

(2) 役割分担と実施内容
① 民間等の利用実証：

ＳＰＡＣが、民間等の利用実証（府省庁等が利用者の立場から、今後ＳＰＡＣが設定するユーザーインタ
ーフェースの仕様にしたがった測位補強に係る利用実証に参加するものを含む）をとりまとめることが予定
される。

② 府省庁等の利用実証
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信号名称
中心周波数
（MHZ）

特　徴 備考

L1C/A 1575.42 ・L1帯の現行民生用信号 2008年3月現在３１機運用中

・L2帯の新しい第二民生用信号

・低価格な２周波対応受信機の開発、普及

・２周波受信による高精度な電離層遅延補正

・相互相関特性の改善、データレスチャンネル、誤り符号訂正の追加による受信
  環境の悪い場所での測位が容易

・航空無線航法サービス（ARNS）バンドにおける第三民生用信号

・高出力、広帯域、低周波数により、一部室内利用も対応可能

・２周波受信による高精度な電離層遅延補正

・相互相関特性の改善、データレスチャンネル、誤り符号訂正の追加による受信
  環境の悪い場所での測位が容易

・欧州のガリレオ、日本の準天頂衛星システムとの相互運用性を確保したL1帯の
  新しい第四民生用信号

（日本の準天頂衛星初号機から世界に先駆けて送信）

・L1 C/A信号より、高出力、測距精度改善及びマルチパス誤差低減化

・相互相関特性の改善、データレスチャンネル、誤り符号訂正の追加による受信
  環境の悪い場所での測位が容易

この信号を有する新型ＧＰＳ
は2005年打上げ開始、2014年
に配備完了予定（2008年3月現
在６機運用中）

この信号を有する新型ＧＰＳ
は2009年打上げ開始、2016年
に配備完了予定

この信号を有する新型ＧＰＳ
は2014年打上げ開始、2021年
に配備完了予定

L1C 1575.42

L2C 1227.6

L5 1176.45

ＧＰＳの次世代民生用信号ＧＰＳの次世代民生用信号
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準天頂衛星初号機の測位信号構成準天頂衛星初号機の測位信号構成

対従来型ＧＰＳ 対新型ＧＰＳ その他

第１補完信号

L1-C/A
○ ○

第２補完信号

L2C
－ ○

第３補完信号

L5
－ ○

欧州ガリレオ衛星の
開放サービス用のＥ
５a信号と△

第４補完信号

L1C
－ ○

欧州ガリレオ衛星の
開放サービス用のＬ
１Ｆ信号と△

L1-SAIF － －

国際民間航空機関(Ｉ
ＣＡＯ)のＳＢＡＳを
ベースにして電子航
法研究所が補強メッ
セージ等を研究開
発。ＳＢＡＳと△

約１ｍ

高精度測
位、衛星の
健全性情報
に伴う信頼
性の確保

＊４

LEXの利用の一例と
して国土地理院が高
精度の測量用補強
メッセージ等を研究
開発

左記はＬＥＸの利
用の一例である。

欧州ガリレオ衛星の
商用サービス用のＥ
６信号と△

＊４　＊５

 ３．８ｍ
(２波)
＊３

ビル街、山間
部等での測
位可能時間
の拡大

＊５　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は、次世代衛星測位システムの基盤技術の開発及び軌道上実験を行うために、LEX信号の開発を行っている。

日本国内の電子
基準点等での受
信情報で補正信
号を生成したもの
の有効範囲は基
本的には日本の
領域（一部離島を
除く）

LEX －
測量の高精

度化

＊２　ＧＰＳ補完信号、L1-SAIF(Submeter-class Augmentation with Integrity Function)信号の精度はコード測位による水平方向精度。LEXは例とし
　　て国土地理院の実験信号を用いた時に期待される搬送波位相測位の水平方向の精度。 GPS補完信号は仕様値（９５％確率）を６５％確率に変換した
　　値。それぞれの数値の単純な比較は困難。

（注） ４つのＧＰＳ補完信号は、基本的に、周波数帯、信号構成・情報量・内容、電波出力等が異なる。

ｃｍ級

ＧＰＳ
補強信号

＊３　この値は、コード測位に必要な４機の衛星（新型ＧＰＳまたは準天頂衛星初号機）すべてから２波の測位信号を受信、コード測位した場合のもの
　　なので、準天頂衛星初号機の他に新型ＧＰＳが少なくとも３機捕捉できないと精度の実証はできない。

＊４　補強信号について、民間が主体となって実施する利用実証に係るユーザインタフェース（補強サービス性能仕様、補強情報メッセージ内容等）に
　　ついては、別途、財団法人 衛星測位利用推進センター（ＳＰＡＣ）が、必要に応じて関係機関と調整をとりつつとりまとめることとなっている。

信号名 補完/補強 主なメリット

ＧＰＳ（準
天頂衛星
測位補完
信号を含
む）のみ
で測位す
る場合よ
り高精度

ＧＰＳのみ
の信号で
測位する
場合と同
精度

１１ｍ
(１波)

未定（実用
段階で、民
間が事業と
して実施す
る場合には
有料が想定
される。）

＊１　△とは、同一の無線特性であるが、メッセージフォーマット等が異なるため、受信機の互換性がないもの。○とは、さらに同一コードファミ
　　リー、同一メッセージフォーマットの使用により、基本的に受信機の共通化が可能なもの。なお、GPS Block-IIR-M 、GPS Block-IIF 、GPS Block-
　　III をまとめて「新型ＧＰＳ」としている。

－

無料で利用
可能

信号の相互運用性　＊１

ＧＰＳ
補完信号

精度

（水平方向）＊２
無料／有料 有効領域 備考

日本の領域の
他、豪州、東南ア
ジア等でも有効

9



準天頂衛星１機の仰角24時間変化

（観測地：東京）
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GPS衛星の１機の仰角24時間変化

（観測地：東京）
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準天頂衛星及びＧＰＳ衛星の仰角変化
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（参考）内閣官房の衛星測位に関するページ
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/wg/link.html

11


